
教科に関する調査結果（中学校 理科） 
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理科 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合） 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率 

ここが豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 

ここが豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 

ここが豊中市の 

子どもたちの強み！ 

 

≪豊中の子どもたちの課題≫ 

身に付けた気圧に関する知識を活

用して、標高による気圧の変化を

空気の柱の長さと関連付けて説明

することが大切です。 

 

≪豊中の子どもたちの課題≫ 

身近な現象を科学的に探究する上

で、化学変化と「エネルギー」を柱

とする領域の知識及び技能を関連

付け、分析して解釈することが大切

です。 

≪豊中の子どもたちの強み≫ 
粒子の保存性に着目して化学変化

に関わる水の質量が変化しないこと

を、分析して解釈することができており、

全国・大阪府平均と比較しても高い正

答率となりました。 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答率 

≪豊中の子どもたちの課題≫ 

全国または大阪府と比較して、 

『選択式』、『短答式』、『記述式』

すべての問題で無回答率が高くな

っています。 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：53.7％（豊中市） 

       54.2％（全 国） 

【出題の趣旨】天気の変化を科学的に探究する 

2（1）観測した気圧と天気図の気圧が異なる理由を考える学習場面 

において，観測地の標高を空間的に捉え，気圧の概念を空気 

の柱で説明できるか問うことで，気圧に関する知識及び技能 

を身に付けているかどうかをみる 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

― ここがポイント ― 

＊正答は 

「 イ 」 

観測値と海面の標高の差による気圧の違いを、空気

の柱をモデルとして用いて理解することが重要です。 

≪学習指導要領における領域・内容≫ 

第２分野（4）気象とその変化 

（ア） 気象観測 

 ア 気象要素  イ 気象観測 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

正答率：63.6％（豊中市） 

       60.2％（全 国） 

【出題の趣旨】水素の利用を科学的に探究する 

3（2）水を電気分解して発生させた水素を燃料として使う仕組みを 

探究する学習場面において，粒子の保存性の視点から 

化学変化に関わる水の質量が変化しないことを，分析して 

解釈できるかどうかをみる 

 

≪学習指導要領における領域・内容≫ 

第 1分野（4）化学変化と原子・分子 

（イ） 化学変化 

2 種類の物質を反させる実験を行い、反応前とは異なる物質が生成することを見いだ

して理解するとともに、化学変化は原子や分子のモデルで説明できること、化合物の組

成は化学式で表されること及び化学変化は化学反応式で表されることを理解するこ

と。 

― ここがポイント ― 

＊正答は 

「 イ 」 

 

水の電気分解で生じた水素をそのま

ま水素の燃焼に使用するため、水の

質量は同じであると捉えている。この

ことから、水素を燃料として使うしくみ

の例において、粒子の保存性の視点

から水の質量は変化しないことを分

析して解釈できています。 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：24.5％（豊中市） 

       24.8％（全 国） 

【出題の趣旨】水素の利用を科学的に探究する 

3（3）化学変化に関する知識及び技能と「エネルギー」を柱とする 

領域の知識及び技能を関連付け，水素を燃料として使う 

しくみの例の全体を働かせるおおもととして必要なものを 

分析して解釈できるかどうかをみる 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

― ここがポイント ― 

＊正答は 

「 太陽の光（太陽も可） 」と解答しているもの 

 

誤った解答例としては・・・ 

・電気エネルギー又は太陽電池（光電池） 

→「エネルギー」を柱とする領域に関する知識を活用しようとしているが、

電気エネルギーを得るためには太陽の光が必要であると捉えることが

できていないと考えられます。 

・酸素 ・水素 

→「エネルギー」を柱とする領域に関する知識を活用することができず、 

電気分解または燃焼に関する物質を仕組み全体に働かせるおおもとと

して捉えていると考えられます。 

 

化学変化と「エネルギー」を柱とする領域に関する知識及び技能を関連付

け、分析して解釈することが大切です。 

 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

４（１） 6.5 7.9 5.5

４（２） 0.3 0.3 0.2

５（１） 0.2 0.3 0.2

５（２） 0.4 0.5 0.4

５（３） 32.1 36.3 29.4

ダイオウグソクムシとダンゴムシのあしの様子が
異なることについて，生活場所や移動の仕方と関
連付け，その理由を説明する

節足動物の外部形態の観察結果と調べた内容を，
生活場所や移動の仕方と関連付けて，体のつくり
と働きを分析して解釈
できるかどうかをみる

脊椎動物には骨格のつくりに共通点があることか
ら，カラスの関節Ａに対応するヒトとカエルのあ
しの関節を選択する

複数の脊椎動物の外部形態の考察を行う場面にお
いて，あしの骨格について共通性と多様性の見方
を働かせながら比較し，共通点と相違点を分析し
て解釈できるかどうかをみる

問題の概要 出題の趣旨

おもりに働く重力とつり合う力の矢印を選択し，
その力について説明する

力の働きに関する知識及び技能を活用して，物体
に働く重力とつり合う力を矢印で表し，その力を
説明できるかどうかをみる

「ばねが縮む長さは，加える力の大きさに比例す
るか」という課題に正対した考察を行うために，
適切に処理されたグラフを選択する

課題に正対した考察を行うためのグラフを作成す
る技能が身に付いているかどうかをみる

考察の妥当性を高めるために，測定範囲と刻み幅
をどのように調整して測定点を増やすかを説明す
る

考察の妥当性を高めるために，測定値の増やし方
について，測定する範囲と刻み幅の視点から実験
の計画を検討して改善できるかどうかをみる

正答率 

無回答率 

ここが特に豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 

ここが特に豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：73.8％（豊中市） 

      74.5％（全 国） 

【出題の趣旨】生物の外部形態を基に科学的に探究する 

4（1）節足動物の外部形態の観察結果と調べた内容を，生活場所 

や移動の仕方と関連付けて，体のつくりと働きを分析して解釈 

できるかどうかをみる 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

≪学習指導要領における領域・内容≫ 

第２分野（1）いろいろな生物とその共通点 

（イ）生物の体の共通点と相違点 

身近な動物の外部形態の観察を行い、その観察記録などに基づいて、共通点や相違

点があることを見いだして、動物の体の基本的なつくりを理解すること。また、その共通

点や相違点に基づいて動物が分類できることを見いだして理解すること。 

― ここがポイント ― 

＊正答は 

次の（a）と(b)の両方、又はいずれかを満たしているもの 

(a)：ダイオウグソクムシとダンゴムシの生活場所を比較して記述している。 

(b)：ダイオウグソクムシとダンゴムシの移動の仕方を比較して記述している。 

 

身に付けた知識及び技能を日常生活の事象に活用し、問題を見いだして課題を設定する

など、科学的な探究を主体的に遂行できるようにすることが大切です。 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：42.6％（豊中市） 

       43.3％（全 国） 

【出題の趣旨】押して使うばねを科学的に探究する 

5（3）考察の妥当性を高めるために，測定値の増やし方について， 

測定する範囲と刻み幅の視点から実験の計画を検討して 

改善できるかどうかをみる 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学習指導要領における領域・内容≫ 

第 1野（1）身近な物理現象 

（イ） 力の働き 

ア 力の働き 

物体に力を働かせる実験を行い、物体に力が働くとその物体が変形したり動き始めたり、運動の様子が変わったりすることを見いだして理解す

るとともに、力は大きさと向きによって表されることを知ること。また、物体に働く 2 力についての実験を行い、力がつり合うときの条件を見いだし

て理解すること。 

― ここがポイント ― 

＊正答は 

次の（a）と(b)の両方、又は(c)を満たし、測定値を増やしているもの 

(a)：刻み幅を数値で示している。 

(b)：測定する範囲を数値で示している。 

(c)：2.0 N より大きいい力で、1点又は 2点の測定値を示している。 

 

誤った解答例としては・・・ 

・「おもりをより重いものにして測定する。」 

・測定する感覚をもっと細かくして実験を行う。 

・何度も同じ実験を行い、測定値を増やす。 

・磁石の N極同士が向き合うようにする。 

→加える力の大きさを具体的に示していない。測定値を増やして実験することは理解しているが、具体的な数値を示した実験を計画できていないと考

えられます。 

・単位の未記入や測定する力の大きさを具体的に示していない。 

→加える力の大きさを具体的に示して実験を計画することができていないと考えられます。 

 

 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

番号 豊中市（公立） 大阪府（公立） 全国（公立）

６（１） 50.4 46.0 48.0

６（２） 61.2 57.6 60.3

６（３） 36.2 32.5 34.2

７（１） 36.4 34.0 35.9

７（２） 52.1 50.4 53.4

８（１） 56.1 49.0 55.2

８（２） 55.8 49.6 55.1

８（３） 39.9 35.6 39.2

玄武岩の露頭で化石の観察が可能か判断し，その
理由を選択する

玄武岩の露頭で化石が観察できるかを問うこと
で，岩石に関する知識及び技能を活用できるかど
うかをみる

陸上のＢ地点で古生代のサンゴの化石が観察され
ることについて，垂直方向の変動だけで推論した
他者の考察を検討し，水平方向の変動も踏まえた
推論が必要であることを指摘する

過去の大地の変動について，垂直方向の移動だけ
で推論した他者の考察を，水平方向の移動も踏ま
えて，検討して改善できるかどうかをみる

問題の概要 出題の趣旨

アリが視覚による情報を基に行列をつくるかを調
べた実験の結果を基に，課題に正対した考察を記
述する

アリの行列のつくり方を探究する場面において，
視覚による情報を基に行列をつくるかを調べた実
験の結果を分析して解釈し，課題に正対した考察
を行うことができるかどうかをみる

予想や仮説と異なる実験の結果が出る場合，その
意味することや考えられる可能性について考え，
実験の操作や条件制御の不備の可能性を指摘する

予想や仮説と異なる結果が出る場合について，結
果の意味を考え，観察，実験の操作や条件の制御
などの探究の方法について検討し，探究の過程の
見通しをもつことができるかどうかをみる

生物Ｘが昆虫類かどうかアリと比較しながら，観
点と基準を明確にして判断する

未知の節足動物とアリの外部形態を比較して共通
点と相違点を捉え，分類の観点や基準を基に分析
して解釈できるかどうかをみる

東西方向と南北方向の地層の断面である露頭のス
ケッチから，地層が傾いている向きを選択する

地層の広がり方について，時間的・空間的な見方
を働かせながら，ルートマップと露頭のスケッチ
を関連付け，地層の傾きを分析して解釈できるか
どうかをみる

液体が気体に状態変化することによって温度が下
がる身近な現象を選択する

液体が気体に変化することによって温度が下がる
身近な事象を問うことで，状態変化に関する知識
及び技能を活用できるかどうかをみる

吸湿発熱繊維に水蒸気を多く含む空気を通した一
つの実験だけで行った考察について，課題に正対
しているかどうかを検討し，必要な実験を指摘す
る

実験の結果が考察の根拠として十分かどうか検討
し，必要な実験を指摘して，実験の計画を改善で
きるかどうかをみる

 

 

 

 

 

 

正答率 

ここが特に豊中市の 

子どもたちの課題！ 

 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答率 



教科に関する調査結果（中学校 理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：73.8％（豊中市） 

      74.5％（全 国） 

【出題の趣旨】水の状態変化を科学的に探究する 

7（2）実験の結果が考察の根拠として十分かどうか検討し，必要な 

実験を指摘して，実験の計画を改善できるかどうかをみる 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 

≪学習指導要領における領域・内容≫ 

第 1分野（2）身の回りの物質 

（ウ）状態変化 

ア 物質の状態変化についての観察、実験

を行い、状態変化によって物質の体積は

変化するが、質量は変化しないことを見

いだして理解すること。 

― ここがポイント ― 

＊正答は 

「 ウ 」 

 

状態変化に関する知識を身に付けるだけで

なく、身近な現象で活用できる程度に概念等

を理解することは大切です。 


